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ナトリウム冷却高速炉では、原子炉停止機能喪失時
にナトリウムが沸騰(ボイド化)して炉心損傷が引きお
こる可能性が想定される。炉心損傷を回避するため、
近年、ナトリウムプレナム部等を設置することによりナ
トリウムボイド反応度を低下させる固有安全高速炉の
設計開発が進められている。一方で、ナトリウムプレ
ナム部付き高速炉におけるナトリウムのボイド反応度
の解析について、従来使われてきた拡散理論に基づ
く手法では誤差が大きくなることが確認されている。

そこで、固有安全高速炉のようにナトリウムプレナム
部が含まれる高速炉に対して精度の良い過渡解析を実
施することを目的として、本研究では輸送理論である
Sn法に基づく3次元過渡解析コードを開発した。また、
開発したコードを用いて高速増殖炉もんじゅの解析を行
い、正確に反応度が評価されていることを確認した。

特徴・独自性

本研究によって開発されたコードにより、従来の
拡散理論に基づく手法では誤差の大きい固有安全高
速炉の過渡事象を精度良く解析することが可能とな
った。このコードにより、固有安全高速炉の設計開
発を加速させることができる。また、本研究で開発
したコードは、現在検討している固有安全高速炉だ
けでなく、新たなナトリウム冷却高速炉の設計開発
にも応用可能である。このコードにより、新たな高
速炉概念の創出が期待される。
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